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大学院 工学研究科 カリキュラム・ポリシー 

（博士前期課程） 

 

博士前期課程での学修は、学士課程教育での学習成果を踏まえて、より高度な専門性とともに、高い倫理性、

他分野技術に対する幅広い理解を目指すものである。専門領域と隣接領域を相補的に捉え、分野融合的な教育

研究を実現できるカリキュラムを編成する。 

開講する科目を「専門」、「専門横断」および「共通横断」の 3 つに区分し、これらの科目群の単位修得により

ディプロマ・ポリシーの達成を目指す。 

 

1. 「専門」は専攻ごとに複数の分野に分割し、各専攻に設置しているコースごとの目標達成に必要な科目群

を置いている。これらの科目を履修することで、各コースが求める専門性を高め確かな知識と研究能力を

修得する。 

2. 「専門横断」においては、工学研究科の各専攻における幅広い専門教育を進めるための科目群を置き、多

面的視点から課題解決を行う技術やツールを身につける。 

3. 「共通横断」として、研究科全体にまたがる科目群として「数理科目」および「学際科目」を置き、専門

職業人あるいは高度専門職業人としての共通基盤として、専門教育・研究活動に必要な幅広い工学分野の

知識の獲得と英語力を醸成する。 


